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ベトナム人技能実習生
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広
尾
線
地
区
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

ベ
ト
ナ
ム
人
技
能
実
習
生

　
　
　
　
　
日
本
文
化
体
験
会

青年部

選手宣誓をする半谷副部長

交流会の様子

茶道の体験の様子

日本文化の話を聞くようす

６
Ｊ
Ａ
41
名
が
交
流

　

１
月
10
日
に
帯
広
ス
ズ
ラ
ン
ボ

ウ
ル
に
お
い
て
、
広
尾
線
地
区
農

協
青
年
部
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
が
開

催
さ
れ
た
。
こ
の
交
流
会
は
広
尾

線
の
各
Ｊ
Ａ
青
年
部
員
の
情
報
交

換
を
目
的
と
し
、
開
催
地
を
周
り

順
に
行
っ
て
い
る
。
今
年
は
Ｊ
Ａ

さ
ら
べ
つ
青
年
部
が
当
番
で
総
勢

41
名
の
青
年
部
員
が
参
加
、
当
青

年
部
か
ら
は
４
名
が
参
加
し
た
。

　

開
会
式
で
は
半
谷
副
部
長
が
選

手
宣
誓
に
選
抜
さ
れ
、
参
加
者
を

代
表
し
て
選
手
宣
誓
を
行
っ
た
。

交
流
会
で
は
懇
親
を
深
め
る
た
め

に
６
Ｊ
Ａ
混
成
レ
ー
ン
を
編
成
。

成
績
は
単
組
ご
と
に
競
い
、
３
位

の
成
績
を
収
め
た
。

　

競
技
を
楽
し
ん
だ
後
は
、
市
内

の
「
フ
ー
ド
・
ス
タ
ジ
ア
ム
」
に

場
所
を
移
し
、
食
事
を
堪
能
し
な

が
ら
情
報
交
換
な
ど
親
睦
を
深
め

た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
人
農
業
技
能
実
習

生
受
入
農
家
連
絡
協
議
会
（
西

川
久
雄
会
長
）
で
は
、
１
月
８

日
に
ベ
ト
ナ
ム
人
技
能
実
習
生

45
名
を
対
象
に
仏
教
や
茶
道
な

ど
の
日
本
文
化
に
触
れ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
た
日
本
文

化
体
験
会
を
光
教
寺
で
開
催
し

た
。

　

体
験
会
で
は
岩
崎
住

職
よ
り
日
本
仏
教
の
歴

史
や
お
経
の
唱
え
方
な

ど
を
学
び
本
堂
や
納
骨

堂
を
見
学
し
た
。

　

ま
た
、
茶
道
裏
千
家

淡
交
会
帯
広
支
部
の
市

川
奎
二
さ
ん
か
ら
は
ベ

ト
ナ
ム
で
作
ら
れ
た
茶

碗
を
披
露
し
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
茶
道
に
つ

い
て
の
説
明
や
お
茶
と
お
菓
子

を
味
わ
っ
た
。

  

終
了
時
に
は
、
実
習
生
を
代

表
し

（農）
マ
ジ
カ
ナ
フ
ァ
ー
ム
の

ド
ー　

テ
ィ　

ホ
ン　

タ
オ
さ

ん
が
「
今
日
は
色
々
な
こ
と
を

教
え
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
挨
拶
し
体

験
会
を
終
了
し
た
。

本堂にて住職の話を聞く様子
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小
学
生

19
名
「
ま
す
や
パ
ン
の
本
格
石
窯
ピ
ザ
」

�

他
３
品
に
挑
戦
�

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

�

体
験
会

―
食
育
料
理
教
室
―

女性部

すずらん会

まきまきサラダ作成中

体を伸ばしてすっきり♪

どんなピザにしようかな？

自分たちで頑張って作ったものはおいしいね♪

地産地消とパン作りの説明中

　

12
月
21
日
、
大
樹
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
小
学

生
を
対
象
に
食
育
料
理
教
室
を

開
催
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
女
性
部
役
員

が
講
師
と
な
り
、
地
場
産
品
を

使
っ
た
料
理
や
学
習
を
通
し
て
、

「
食
」
へ
の
関
心
と
「
命
」
の

大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
行
っ
て
い
る
。

意
事
項
や
作
る
順
番
な
ど

の
説
明
後
、
４
班
に
分
か

れ
て
調
理
を
ス
タ
ー
ト
し

た
。

　

「
石
窯
ピ
ザ
」
は
、
十

勝
産
の
小
麦
粉
や
、
ト
ッ

ピ
ン
グ
用
に
町
内
産
の
食

材
も
用
意
。
子
供
達
は
班

ご
と
に
協
力
し
な
が
ら
、

楽
し
そ
う
に
オ
リ
ジ
ナ
ル

ピ
ザ
の
調
理
を
行
な
い
、

無
事
に
完
成
さ
せ
た
。

　

「
い
た
だ
き
ま
す
」
の

号
令
で
、
お
待
ち
か
ね
の

昼
食
タ
イ
ム
。
自
分
た
ち

の
手
作
り
料
理
に
「
お
い
し
い

～
」
と
満
足
気
な
様
子
で
箸
が

進
ん
で
い
た
。

　

食
事
中
は
、
引
き
続
き
杉
山

氏
よ
り
「
ま
す
や
パ
ン
の
取
組

み
」
を
題
材
と
し
た
動
画
を
視

聴
し
、
地
産
地
消
の
取
組
や
パ

ン
が
作
ら
れ
て
い
る
説
明
に
、

子
供
達
も
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

片
付
け
終
了
後
も
元
気
い
っ

ぱ
い
の
子
供
た
ち
の
笑
顔
で
会

は
終
了
し
た
。

　

当
日
は
、
町
内
小
学
生
19

名
が
参
加
し
、
役
員
７
名
が

対
応
し
た
。

　

今
年
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、「
石

窯
ピ
ザ
」「
巻
き
巻
き
サ
ラ
ダ
」

「
レ
タ
ス
ス
ー
プ
」「
牛
乳

寒
天
」
の
４
品
。
ピ
ザ
作
り

は
㈱
満
寿
屋
商
店
専
務
取
締

役
杉
山
勝
彦
氏
を
講
師
に
迎

え
行
な
っ
た
。
役
員
か
ら
注

　

１
月
21
日
、
Ｊ
Ａ
会
議
室
に
お

い
て
、
会
員
３
名
が
参
加
す
る
中
、

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
体
験
会
を
開
催
し

た
。

　

帯
広
市
の
骨
盤
矯
正
美
容
整
体

「
心

－

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ

－

」
の
施
術
ス

タ
ッ
フ
２
名
を
講
師
に
迎
え
、
肩

甲
骨
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
や
骨
盤
底

筋
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
腰
痛
体
操

な
ど
を
体
験
。
日
常
生
活
で
動
か

す
こ
と
の
少
な
い
筋
肉
を
意
識
的

に
動
か
し
、
参
加
者
か
ら
は
「
痛

い
、
痛
い
�
」
や
「
体
が
楽
に
な

っ
た
」
な
ど
の
声
が
上
が
っ
た
。
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　１月16日から17日の日程で、畑作３部会

（園芸部会・種子生産部会・畑作部会）合同

女性交流会を女性会員及び関係機関合わせて

12名が参加する中、実施した。

　本交流会は女性会員の日頃の労をねぎらう

ために行っている。

　今年度は、３月に閉館及びファイナルを迎

える北海道四季劇場の「リトルマーメイド」

の観劇の他、「白い恋人パーク」や「くるる

の杜」に立ち寄り、イルミネーションや買い

物を楽しんだ。

　１月16日、会員14名、一般参加者１名が

ジュニアホルスタインクラブウインタースク

ールに参加した。

　バスに揺られた後到着した「柳月スイート

ピアガーデン」ではお絵かきクッキーに挑戦。

様々な形のクッキーにアイシングで絵や文字

を書いてオリジナルのクッキーを作った。子

供達も上手にできた作品に満足そうにしてい

た。

　その後「ウエスタン　木野店」で昼食をと

りながら親睦を深め、大樹町への帰路へとつ

いた。

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

令
和
２
年　

農
事
組
合
長
決
定

職
名

組
合
名

氏
　
　
　
　
　
　
名

会
長

大

光

佐

藤

照

実

副
会
長

上
中
島

村

田

一

浩

副
会
長

歴

舟

大

石

尚

志

　

１
月
27
日
、
Ｊ
Ａ
会
議
室
に
お
い
て
、
新
役
員
に
よ

る
第
１
回
農
事
組
合
長
会
議
が
行
わ
れ
、
会
長
と
副
会

長
を
新
た
に
選
任
し
た
。

組 

合 

名

氏
　
　
　
　
　
　
名

中

島

一

円

　

剛

日

　

方

鈴

木

一

紀

石

　

坂

高

野

芳

博

開

　

進

島

田

一

成

振

　

別

田

上

雄

一

拓

　

進

髙

松

佑

樹

拓

　

北

猪

飼

敬

司

尾

田

金

丸

祥

吾

豊

　

里

藤

内

堅

治

大

　

和

高

野

修

一

上

大

樹

高

橋

和

弘

東

　

和

森

田

光

則

下

大

樹

三

木

隆

志

萠

和

服

部

康

一

芽

　

武

阿

部

克

巳

美

　

成

海

冨

祐

治

　

各
地
区
の
農
事
組
合
長
は
次
の
通
り
。

ジュニアホルスタインクラブ 畑作３部会
ウインタースクール 合同女性交流会
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　１月21日、ＪＡ会議室において、熊谷・八重

﨑事務所の熊谷たか子社会保険労務士による年金

相談会が開催され、６名が相談におとずれた。

　年金相談会では、持参した資料をもとに年金請

求書の記入方法、年金をもらえる年齢や年金額、

年金加入記録の確認について質問があり、今後年

金を受け取るまでにどのようなことを行えばよい

のかなどのアドバイスを受けた。

　１月22日、ＪＡ会議室において、ホクレンくみ

あい飼料㈱主催女性研修を女性酪農従事者・関係機

関併せ20名の出席のもと行った。

  当日は、㈱清流酪農サービス代表取締役の海田佳

宏氏を講師に「飼養管理と子牛事故の軽減について」

をテーマに研修を行った。

　講演では、子牛事故率の実態を紹介後、抵抗力の

ある強い子牛を作るためには乾乳管理や寒冷対策が

重要という話があり、参加者は熱心に聞き入り、積

極的に質問をしていた。

　１月９日、ＪＡ会議室において、本人出席15名、
委任出席３名のもと定期総会を開催した。
　開会にあたり、木村会長は「昨年の農作物は天候に
不安があったが順調であった。同志会の活動としても、
全道で㈱エンブレムーＫがグランドチャンピオンを取
ったことなど、全ての共進会で素晴らしい成績を収め
ることが出来た１年であった。」と挨拶。
　議案は、平成31年度事業報告並びに収支決算書など、
全７議案を上程。審議の末、全議案可決された。
　総会に先駆け、十勝農業改良普及センター十勝南部
支所の井堀克彦氏を講師に迎え、「あと二口食わせる
技術」について講習会が行われ、町内における子牛事
故の実態や取組み結果などについても説明があり、参
加者は熱心に耳を傾けていた。

　大樹町農業担い手センター（坂井正喜理事長）では、
１月18日、19日の両日で、十勝川温泉ホテルテトラ
において、婚活交流会である「ナチュラルファーマー
との出逢い」を開催した。
　当日は、大樹町農業青年４名と帯広市などから３名
の女性が参加した。交流会は１対１での自己紹介から
始まり、食事や２次会のカラオケを楽しんだ。景品が
当たるジェスチャーゲームでは、グループに分かれ正
解数を競い合った。
　２日目は音更町にある柳月スイートピアガーデンに
てクッキーを作り、完成したクッキーを交換した。そ
の後は音更町の飲食店にて、大樹町産のそばを食し自
由解散となった。

年金無料相談会

ホクレン飼料主催
酪農女性研修

乳牛改良同志会

担い手センター

定期総会

婚活交流会



特にこんな作業で人手が足りません！！

　大樹町内に居住し、
概ね60歳以上の健康な方

　●農作業●草刈
　●伐採作業●土木作業●大工作業
　●除雪●施設管理●屋内外清掃
　●樹木の剪定●薪割り・積み など

年間２,０００円（傷害保険料）

裏面の入会申込書に必要事項を記入し、署名捺印のうえ、
会費（2,000円）を添えて下記事務局へ持参願います。

 申込み・問合せ先

大樹町シルバーセンター 事務局

01558 - 6 - 4130
住所  大樹町栄通29番地6(大樹町福祉センター内)

入会希望の方は下記事項をご確認
の上、お申し込み下さい

１．入 会 条 件

２．仕事の種類

３．会 費

４．申 込 先

お仕事の

依頼もこちら

女性会員も

大募集中！

交流会あります！

農作業 草刈
剪定作業

室内清掃

たいき 6( )
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JAグループ通信 JA北海道中央会

ホクレン JA北海道厚生連
　ホクレンは、北海道ぎょれんと“共同制作”し

たカタログギフト「北の海と大地のギフト」を販

売しており、旬の北海道産農畜産物・水産物なら

びに、その加工品など北海道産食材の魅力をお届

けいたします。

　カタログを贈られた方が気に入った商品を好き

なタイミングで注文できます。

　ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動

内容を紹介します。各団体の詳しい取り組み内

容はＷＥＢサイトをご覧ください。

　組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康を
守るため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図るこ
とを目的として、広報誌「すまいる」を発行して
おります。
　紙面をリニューアルし、より読みやすくさらに
健康に役立つ医療・健康情報を発信しております。

　価格は１冊5500円（消費

税込み、送料除く）。詳しい

内容は「ホクレングリーン

ネットショップ」のＷｅｂ

サイトで閲覧いただけます。

10月発行分には
プレゼント付き
アンケートもご
ざいますので是
非応募にもチャ
レンジしてみて
ください。

JA北海道信連 JA共済連北海道
　ＪＡバンクのキャラクター「よりぞう」が、協同

組合間連携の取り組みの一環として、初めてコー

プさっぽろ・ろうきんのキャラクターとともに、

11月に札幌市内の保育園を訪問しました。また、

12月には、「よりぞう」と「ちょリス」が、岩見沢市、

滝川市、旭川市の幼稚園を訪問し、子供たちと交

　ＪＡ共済連北海道では、２月４日から開催され

る雪と氷の祭典「第71回さっぽろ雪まつり」の大

通り７丁目「ＨＢＣポーランド広場」におきまして、令

和元年度 ＪＡ共済 全道小・中学生交通安全ポス

ターコンクールの入賞作品64点を展示いたします。

　ＪＡ共済連北海道は交通事故のない社会の実現

に向けて、多くの観光客の方々にも交通安全の大流を深めました。

　地域の皆様に、Ｊ

Ａバンクをより身近

に感じてもらえるよ

うな活動に取り組ん

でいます。

切さを理解していた

だき、事故の防止に

つなげていきます。

（写真は、昨年の会

場の様子）

　ＪＡグループ北海道は、「令和２年産の畑作物作付に向けた10のメッセージ」と「畑作物のＧＡＰ」につ

いてパンフレットを作成しました。10のメッセージは、①輪作体系の確立、②需要動向を踏まえた生産、

③農業諸制度の堅持の３つの観点から、令和２年

産の作付にあたって参考としてほしい情報をわか

りやすく伝達することを目的としています。畑作

物のＧＡＰについては、令和元年度は一部生産者

協力のもとプレ実施し、課題や問題点を整理し、

令和２年度より本格実施する方針としています。

詳細な内容については、今後、連合会やＪＡを通

じてお知らせいたします。10のメッセージや畑作

物ＧＡＰの具体的な内容については、ＱＲコード

よりパンフレットをご確認ください。

➡

⬅
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十勝農業改良普及センター 十勝南部支所通信
今日から始める農場のチェックリスト No.8

労働環境を見直し、作業の負担軽減と安全性を確保しましょう

　農場における事故は、複数の面で経営に影響を及ぼします。安全対策を講じることで、経営にお

けるリスクを回避できます。また、労働環境が整うと、時間的・精神的に余裕がうまれ、負担が軽

減します。春作業が始まる前に以下のチェックリストを確認しましょう。

○農場の危険箇所を作業者同士で共有し、対策を行いましょう

　牛の不意な動き

等で作業姿勢が崩

れ、そこに、障害

物があると非常に

危険です。危害要

因が重ならないよ

うに農場の危険箇

所を確認し、補修

や表示を行いまし

ょう。

　危険箇所は農場

に関わる従業員全員に周知することが重要です。作業が落ち着く時期に労働環境について話し合い

ましょう。� 写真引用：釧路農業改良普及センター東部支所

○チェックリスト

No. チェック項目 判定 解　説

１
肥料・農薬・飼料は品目毎に整頓され、使用状
況を記録している

・保管場所の整備により、資
材の間違いが起きづらく、
作業効率が上がります。

２
生産資材・作業道具の保管場所が決まって、清
潔に整理されている。

３
生乳処理室や牛舎は、作業動線上に障害物がな
いなど、整理整頓されている。

・狭い場所や暗い場所は危害
の発生リスクが高まります。
動きやすい環境を作りまし
ょう。４ 作業中の手元の明るさは十分に確保されている

５ 農場の危険箇所を共有・対策を行っている
・平成26年に発生した農作業
死亡事故のうち、乗用トラ
クターによる死亡事故が27
％を占めています。

・そのうち、８割近くが、ほ
場や道路からの人の転倒・
転落によるものです。

６
農場周辺の路面は凹凸、水たまりがないように
整備されている

７
ほ場の侵入・退出路が十分確保されており、路
肩が雑草で覆われていない

８ 作業機は使用前後に整備・清掃を行っている
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理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

第
12
回 

１
／
28

★
報
告
事
項

１　

平
成
31
年
度
草
地
整
備
関
連
事

業
の
実
績
に
つ
い
て

２　

大
樹
町
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
等
適
正
処
理
対
策
協
議
会
運

営
委
員
会
の
報
告
に
つ
い
て

３　

令
和
１
年
組
合
員
勘
定
の
実
績

に
つ
い
て

４　

令
和
１
年
組
合
員
勘
定
の
営
農

形
態
別
実
績
と
分
析
に
つ
い
て

５　

対
策
指
導
農
家
の
令
和
１
年
組

合
員
勘
定
の
実
績
に
つ
い
て

６　

資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

７　

理
事
に
対
す
る
資
金
の
貸
付
に

つ
い
て

８　

子
会
社
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

９　

第
３
四
半
期
自
治
監
査
の
結
果

に
つ
い
て

10　

会
計
監
査
人
の
再
任
に
つ
い
て

11　

組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

12　

令
和
２
年
農
事
組
合
長
に
つ
い

て

13　

役
員
推
薦
委
員
に
つ
い
て

14  

平
成
31
年
度
決
算
の
見
通
し
に

つ
い
て

★
付
議
事
項

第
１
号　

役
員
責
任
調
査
委
員
会
設

置
要
領
の
改
正
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

★
協
議
事
項

第
１　

平
成
31
年
決
算
及
び
令
和
２

年
度
予
算
の
取
り
進
め
に
つ
い

て

�

協
議
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8,125

8,934
9,005

9,181

8,909

8,722

9,067

9,294

8,477

9,319

9,480
9,546

8,948

9,438

9,702

9,242
9,167

9,532

9,309

9,699

9,171
9,288

令和元年度１月　生乳生産動向

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

7,000

8,000

9,000

10,000
生産乳量（2018年）

生産乳量（2019年）

824,040824,040

877,410877,410
857,520857,520

807,840807,840

648,478648,478

720,428720,428

758,160758,160

699,233699,233

662,548662,548

476,880476,880

631,092631,092

551,035551,035

692,570692,570

723,507723,507

798,820798,820

725,340725,340

963,540963,540

家畜市場の成績

乳用牛（初妊牛）

30年度

31年度

（ ）書きは前年度単価

1,050,000

1,000,000

750,000

800,000

850,000

950,000

900,000

650,000

700,000

600,000

550,000

500,000

450,000
3/6 3/22 4/4 4/18 5/9 5/29 6/20 7/23 8/28 9/10 9/26 10/8 10/24 11/7 11/27 12/17 1/22 2/5 2/19

(919,440)(919,440) (796,365)(796,365) (849,312)(849,312) (938,802)(938,802) (855,252)(855,252) (823,320)(823,320) (837,270)(837,270) (899,338)(899,338) (942,175)(942,175)
(929,880)(929,880) (1,003,860)(1,003,860) (880,445)(880,445) (876,034)(876,034) (913,484)(913,484) (893,825)(893,825) (909,868)(909,868) (702,833)(702,833) (967,815)(967,815) (816,861)(816,861)

（円）
大　　樹

817,513817,513

850,077850,077

806,379806,379

778,944778,944

819,083819,083

717,469717,469

782,664782,664
769,230769,230

800,184800,184

825,367825,367

789,406789,406

749,052749,052

687,104687,104688,422688,422

723,617723,617
713,230713,230

676,296676,296

714,713714,713

650,455650,455

678,728678,728

747,171747,171
756,540756,540

肉用牛（黒毛和種）

2019年度去勢

2019年度雌

2018年度去勢

2018年度雌

550,000

600,000

650,000

700,000

800,000

2/111/1512/911/1310/159/188/207/96/105/154/93/12

（円）
大　　樹

750,000

850,000

900,000

950,000
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■

解
き
方

＝

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要
領
で
全
部
を
解
い
て
下
さ
い
。

次
に
Ａ
→
Ｆ
の
二
重
ワ
ク
の
文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
答
え
で
す
。

■

締
切
り

＝

３
月
10
日(

当
日
消
印
ま
で
有
効)

■

届　

出

＝

本
所
企
画
管
理
課
、
生
産
資
材
課
の
専
用
投
書
箱
へ
。

■

と
じ
込
み
ハ
ガ
キ
を
お
使
い
下
さ
い
。
郵
送
す
る
場
合
は
63
円
切
手
を
は

っ
て
下
さ
い
。

■

賞　

品

＝

大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
（
正
解
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
で
10

名
の
方
に
）

■

職
員
と
そ
の
家
族
の
方
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

■

２
月
号
の
応
募
者
は
22
名
で
、
全
員
が
正
解
さ
れ
ま
し
た
。
抽
選
の
結
果
、

次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。

当
選
し
た
方
に
は
大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

２月号の答え

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

チヨコレート
でした。

当選おめでとうございます
当　選　者

（
開
進
）
大
美
浪

　
結

　
翔
さ
ん

（
下
大
樹

）
三
　
木
　
彩
　
花
さ
ん

（
歴
舟
）
松
　
本
　
ス
　
ミ
さ
ん

（
歴
舟
）
遠
　
藤
　
さ
よ
子
さ
ん

（
尾
田
）
天
　
野
　
千
由
紀
さ
ん

（
豊
里
）
藤
　
内
　
ミ
　
チ
さ
ん

（
東
和
）
森
　
田
　
光
　
則
さ
ん

（
萠
和
）
阿
　
部
　
カ
ホ
ル
さ
ん

（
萠
和
）
戸
　
田
　
繁
　
樹
さ
ん

（
萠
和
）
米
　
谷
　
貴
　
子
さ
ん

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

タ
テ
の
カ
ギ

①
成
長
す
る
と
鶏
に
な
り
ま
す

③
太
陽
が
東
か
ら
昇
る
時
分

⑥
車
の
方
向
指
示
器
の
こ
と

⑧
事
故
な
ど
を
現
場
に
居
合
わ
せ
て
直
接
見

る
こ
と

⑩
工
業

。

社
会
。

政
党

⑪
地
震
、
雷
、
火
事
、

⑬
真
ち
ゅ
う
や
ス
テ
ン
レ
ス
、
は
ん
だ
な
ど

の
こ
と

⑭
雑
巾
を
用
意
し
て
年
度
末
の

を
し
た

⑯
版
画
を
刷
る
と
き
に
使
い
ま
す

⑰
旧
暦
３
月
の
異
称
で
す

ヨ
コ
の
カ
ギ

①
ひ
な
人
形
に
供
え
る
角
張
っ
た
食
べ
物

②
守
備
の
反
対
語

③
サ
ン
と
ゴ
の
間

④
兵
庫
県
の
郷
土
料
理
。
地
元
で
は
卵
焼
き

と
も
呼
ば
れ
ま
す

⑤
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
…
…
と
数
え
て
11
番
目

⑦
走
る
と
切
れ
る
こ
と
も

⑨
京
の
着
倒
れ
、
大
阪
の

⑪
白
井
義
男
は
日
本
人
初
の
ボ
ク
シ
ン
グ
世

界

で
す

⑫
骨
と
骨
と
を
つ
な
ぎ
ま
す

⑬
白
米
を
量
る
と
き
に
使
う
単
位
の
一
つ

⑭
父
や
母
の
姉
妹
で
す

⑮

し
て
得
取
れ
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イラスト イラスト イラスト ・情報コーナー イラストは濃くていねいに書いて下さい。
(あまり薄いと掲載出来ないことがあります。)

東　和

　ちーちゃんちゃん (３歳)

下大樹

　三木　彩花ちゃん (11歳)

開　進

　大美浪結翔くん (10歳)

更　生

　松　本　ス　ミさん


